
 

 Ⅱ 教科に関する問題について 

５年生 国語の結果 

〇問題の内容 

 

○今年度の出題の特徴 

 

 

国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○豊中市の子どもたちの強み 

設問 
番号 

出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

８（１） 示された文の構造や，情報と情報との関係を理解して文の内容を

正しく捉える 

80.3 78.6 

８（２） 64.6 62.8 

１０ 
文と文の意味のつながりを考えながら，適切な接続表現を使って

一文で書く 
60.6 57.9 

 

 

総問題数２０問中、正答数１９問を頂点とする右寄りの山型に分布している。 

・言語能力・読解力の基盤となる、基礎的基本的な言葉等の理解を問う問題 

・文章に書かれている意味を正確に捉える力（リーディングスキル）をはかる問題 

 
・主に、知識及び技能のうちの「言葉の使い方に関する事項」について出題されている。 

丁寧語等の言葉遣い ／ ことわざ・慣用句等の伝統的な言語文化 ／ 同音の漢字の使い分け 

話し言葉と書き言葉 ／ ローマ字 ／ 文や文章の主述の関係、修飾・被修飾の関係 など 



 

●豊中市の子どもたちの課題 

設問 
番号 

出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１２

（１） 

文の中における修飾語と被修飾語の関係を捉えて，文の内容を正

しく理解する 
77.6 79.6 

 
 
 

■文の中における修飾語と被修飾語の関係を捉えて、文の内容を正しく理解する               

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題１２（１） 

〈 

解
説 

〉 

無
解
答
の
児
童
や
正
答
以
外
の
番
号
を
選
択
し
た
児
童
は
、
修
飾
語
と
被
修
飾
語
の
関
係
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。（
無
回
答
率
：
豊
中
市15.7%

、
大
阪
府11.5%

） 

そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
中
で
の
語
句
の
役
割
や
語
句
相
互
の
関
係
に
気
を
付
け
て
、
文
が
ど
の
よ
う
に
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
文
章
を
読
む
と
き
に
は
、

適
切
な
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
を
意
識
す
る
こ
と
、
話
す
と
き
や
文
章
を
書
く
と
き
に
は
、
適
切
な
修

飾
・
被
修
飾
の
関
係
が
、
伝
え
た
い
こ
と
を
正
確
に
相
手
に
伝
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

（ 

正
答 
） 
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５年生 算数の結果 

〇問題の内容 

 

○今年度の出題の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○豊中市の子どもたちの強み 

設問 
番号 

出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（３） 
問題文やグラフから読み取れる情報をもとに計算し，必要な数量

を求めるとともに，その求め方を説明する 
16.4 11.6 

２（２） 

列にならんでいる人の順番と，入場するまでにかかった時間とい

う二つの数量の変化や関係を，表や会話の中から読み取り，□や

△を使った式で表す 

46.7 38.2 

・関数・数と計算・図形に関する基礎的な知識技能、数学的な表現や意味理解、日常の事象

を数学的に処理する技能を問う問題 

・基礎的・基本的な概念や性質を問う問題、数学的な見方・考え方を働かせ、グラフ、表、式、

言葉を関連させて考える問題が取り入れられている。 

・問題１では、データの活用を取りあげ、問題文や棒グラフ、折れ線グラフから読み取れる情

報をもとに計算し、必要な数量を求めるとともに、その求め方を説明する問題となっている。 

・問題２では昨年度と同様に、関数につながる問題を取りあげ、表や会話の内容から□と△の

関係式を求める問題が出題されている。 

・その他、昨年度までにも課題が見られた、数と計算や図形の基礎についても出題されている。 

総問題数７問中、正答数３問を頂点とする、やや左寄りの山型に分布している。 



 

●豊中市の子どもたちの課題 

設問 
番号 

出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

２（４） 
正三角形と様々な四角形を構成する要素や性質を理解し,正三角

形を組み合わせても現れない四角形を考え，その理由を説明する 
1.8 1.2 

 

 

 

■正三角形と様々な四角形を構成する要素や性質を理解し,正三角形を組み合わせても現れない四角形

を考え，その理由を説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があった問題 ２（４） 

（ 正答の条件 ） 

４，５と回答し、 

【説明】に次の①、②を書いている。 

①長方形と正方形は４つの角が直角なので，１

つの角の大きさが９０°であること 

②正三角形の１つの角の大きさが６０°である

こと 

〈 解説 〉 

無解答の児童が多くいる（無回答率：豊中市 16.2％、大阪府 13.9％）。また、正答の番号を選

択しているが、正方形や長方形、正三角形などの図形の性質を使って説明できていない児童も多

くいる。図形の性質を単に理解するだけでなく、図形の性質を使って、考えの根拠を説明するな

どといった場面の設定が大切である。 

（ 正答例 ） 

四角形 ：４，５ 

【説明】：長方形と正方形は，どちらも 4 つ

の角が直角の図形なので１つの角

の大きさは 90°である。しかし、

タイルは正三角形なので１つの角

の大きさは 60°である。したがっ

て、正三角形のタイルをどのように

組み合わせても 90°の角を作るこ

とができないため 



 

５・６年生 理科の結果 

〇問題の内容 

 

 

○今年度の出題の特徴 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【５年生】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことや、その結果を数学的

に表したり、分析したことを記述したりする問題 

・生活場面とつなげたり、観察、実験を想定した場面設定の中で、基礎的な知識や科学的な   

見方、考え方を問う問題が出題されている。 

・問題１では、防災フェスタを題材に、直列つなぎか並列つなぎかにより懐中電灯の明るさが

異なることや、とじこめられた空気の性質、日光の性質についての理解を問う問題が出題さ

れている。 

・５年生の問題２では、観察記録から気温と桜の開花の関係をグラフから読み取ること、季節

による植物の成長の違い、虫眼鏡の正しい使い方、昆虫の体のつくりについての理解を問う

問題が出題されている。 

・６年生の問題２では、方位磁針の正しい使い方、月の観察に必要な内容、月の形の名称、月

の動きについての考察、雨が降り出す問題が出題されている。 

きの雲の様子、資料を読み取り天気の変化についての理解を問う 

総問題数１０問中、正答数８問を頂点とする右寄りの山型に分布している。 



 

【６年生】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○豊中市の子どもたちの強み 

【５年生】 

設問 
番号 

出題の意図 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（４） 

ソーラークッカーの原理（光を当てるとあたたかくなることや，光

を集めやすい性質など）から，より早くあたためる工夫を考えて，

書き表す 

61.1 56.9 

２（２） 季節による植物の成長の違いを理解する 63.7 59.6 

 

【６年生】 

設問 
番号 

出題の意図 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（４） 

ソーラークッカーの原理（光を当てるとあたたかくなることや，光

を集めやすい性質など）から，より早くあたためる工夫を考えて，

書き表す 

68.7 65.3 

２（２） 方位磁針の正しい使い方を理解する 41.5 37.5 

 

 

 

 

 

 

総問題数１０問中、正答数８問を頂点とする右寄りの山型に分布している。 



 

●豊中市の子どもたちの課題 

【５年生】 

設問 
番号 

出題の意図 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（１） 

乾電池 2 個と豆電球 1 個からなる回路で，乾電池を直列つなぎにし

たときと並列つなぎにしたときの豆電球の明るさの違いを理解す

る 

25.1 27.4 

２（４） 子葉について理解する 45.3 47.2 

 

【６年生】 

設問 
番号 

出題の意図 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

正答率(％) 正答率(％) 

１（１） 

乾電池 2 個と豆電球 1 個からなる回路で，乾電池を直列つなぎにし

たときと並列つなぎにしたときの豆電球の明るさの違いを理解す

る 

27.8 26.0 

２（６） 
気象衛星の雲画像とアメダスの降水量の画像から，今後の天気の変

化について考察する 
26.1 23.7 

 

 

 

■乾電池 2 個と豆電球 1 個からなる回路で，乾電池を直列つなぎにしたときと並列つなぎにしたとき

の豆電球の明るさの違いを理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５・６年生】課題があった問題 １（１） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 正答 ） 

【つなぎ方】：並列つなぎ  【明るさ】：暗い 

 

（ 準正答 ） 

・【つなぎ方】：並列つなぎ  【明るさ】：暗い 以外の解答か無回答 

・【つなぎ方】：直列つなぎ  【明るさ】：暗い  

・【つなぎ方】：並列つなぎ または 直列つなぎ と解答か無回答  【明るさ】：暗い 

 

〈 解説 〉 

準正答である「【つなぎ方】：並列つなぎ または 直列つなぎ と解答か無回答  【明るさ】：

「暗い」と解答している児童が多かった（5 年生 豊中市：26.8%、大阪府：23.1% ・ 6 年

生 豊中市：26.9%、大阪府：25.8%）。 

2 個の乾電池のつなぎ方と、それぞれのつなぎ方をした際の明るさの違いをあわせて理解す

る必要がある。そのためには、基礎的な知識の定着とともに、観察・実験などを通して気づい

たことなどを、児童が主体的にまとめるような活動も必要である。 



 

 

■子葉について理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年生】課題があった問題 ２（４） 

（ 正答 ） 子葉 

※漢字で表記しているかどうかは不問 

〈 解説 〉 

観察記録から、季節による植物の成長の違いについての基本的な知識を問う問題である。植物

の育ち方には、種子から発芽し子葉が出て、葉がしげり、花が咲き、果実がなって種子ができた

後には個体は枯死するという、一定の順序があることを捉えることが大切である。 



 

 

 

■気象衛星の雲画像とアメダスの降水量の画像から，今後の天気の変化について考察する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６年生】課題があった問題 ２（６） 

（ 正答例 ） 

【方位】：ア西 イ東 ウ西 エ東 オ雨 

【理由】：大阪より西の方に雲があり、雨が

降っているから 

〈 解説 〉 

日本付近の天気が、およそ西から東に変化するという規則性についての知識を身に付けることが

前提にはなるが、雨を降らしている雲が、5 月 10 日にどこにあるのかを捉えることで、画像から

考察することができる問題となっている。そのため、画像などの資料や観察を通してわかったこと

について、自分の言葉で考察を深める場面を設定することが必要である。 

（ 正答の条件 ） 

①ア、イ、ウ、エを正しく解答しているもの 

②オを雨と解答 

③理由を正しく解答している 

 

（ 準正答の条件 ） 

・①、②を満たして解答しているもの 

・①を満たさず、②、③を満たして解答してい

るもの 

 


